
会 議 録 

会議の名称 令和 6年度第 1回 飯塚市中小企業振興円卓会議 

開催日時 令和 6年 7 月 1日（月）18 時 00 分～19 時 10 分 

開催場所 飯塚市役所 2階 多目的ホール 

出席委員 
河委員長、鶴田副委員長、荒木委員、瓜生委員、田中委員、林委員、長田

委員、吉原委員、林田委員、小畠委員、大久保委員 

欠席委員 野上委員、伊藤委員、岡松委員、日吉委員 

オブザーバー 荒木オブザーバー、満保オブザーバー、河野オブザーバー 

事務局職員 

【経済部】兼丸部長 

【経済政策推進室産学振興担当】大隈主幹、大久保主幹補、中岡主査 

【経済政策推進室雇用促進担当】榊主幹 

【経済政策推進室企業誘致担当】柴田主幹 

【国際政策課】深江課長 

【商工観光課】原野課長 

【特産品振興・ふるさと応援課】瓜生課長 

【農林振興課】古江課長 

会議内容 

１ 開会 

 

２ 経済部長挨拶 

 

３ 議題 

(１)第2期飯塚市産業振興ビジョン2023～2027数値目標の達成状況につい

て 

  事務局による説明後、委員からの質問・意見を聴取。 

 

【主な質問・意見】 

 ・2022年は2023年3月までということか。前回示された数値は12月まで

の数値ではなかったか。 

  →（事務局）2023年3月までである。前回も4月－3月で計算している。 

 

(２)部会実施報告とそれを踏まえた意見交換 

・部会１：河部会長より報告（5/27 部会 1実施） 

 ・部会２：鶴田部会長より報告（5/29 部会 2実施）） 

 ・部会３：荒木部会長より報告（5/30 部会 3実施） 

【主な質問・意見】 

 ■戦略 1-1-1 合同会社説明会について 

 ・成果の検証が必要。事業終了後に、企業からアンケートなどフィード

バックをもらい、次に活かすようにすべき。 

・求職者側が急にシニアメインに変わってしまい、定年後の方が８割程

度になっているように見受けられた。求職者側の参加者がどのような

年齢層かなど明確にすべき。 



・参加者に対し、実施主体である雇用創造協議会がどのような組織かの

説明が必要。 

■戦略 3-1-2 起業家育成事業 

・大学生がスタートアップ・会社を起こすのは現実的に難しいのではな

いか。それよりもアトツギはどうか。2 代目 3 代目でうまくいってい

る会社もある。ベースがあって新しいことを起こす方が実現性は高

い。対象を絞ってやった方が良いのではないか。 

 ・大学生が高度な技術で世の中にないものを生み出すのは難しいのでは

ないか。もう少し目線を下げて、新しいビジネスを立ち上げやすい環

境づくりに注力してはどうか。 

 ・飯塚市はどういった基準でスタートアップを考えているか。 

  →（事務局）起業促進で考えている。プレシードもしくはそれ以前の

初期段階のところで小さなチャレンジからの支援をしている。大学生

起業家育成補助金も今年度要綱を改正し、通常 10 万円、法人設立の

際は登記費用等でさらに 10 万円まで補助するようにしている。 

 ・身近な起業事例を学生達に知らせて欲しい。 

 ■戦略 3-1-3 創業セミナー 

 ・実際に創業するという意識が出てきているのか。 

  →（事務局）創業に際して、従来の融資制度を見直し、3-1-1 創業者

支援投融資制度を設けた。見直しの背景として、信用保証協会や市内

企業と意見交換の中でニーズを聞いた。4月から実施で 4件の保証承

諾があった。 

 ・創業する方が融資されやすい環境整備をお願いしたい。 

 

■その他 

・ゴルフ場に行くと外国人が非常に多い。筑豊地域でゴルフだけして博

多に行っている状況。もし本気で取り組むなら、観光会社と連携し伊

藤伝右衛門邸をコースに入れるなど、文化と観光を一体化してプロモ

ーションできないか。イベントなども効果的に実施し、お金が市内に

落ちる仕組みを作るべき。 

 ・たくさんの施策を実施しているが、少数の成果が上がる事業に取捨選

択して取り組んだ方がよい。 

 

 

会議資料 

1. 第 2 期数値目標の達成状況 

2．部会意見まとめと方針 

3．施策シート 

公開・非公開

の別 

１ 公開   2 一部公開   ３ 非公開 

（傍聴者 0 人） 

その他 
 

 


